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しだ。まだ、引き続いて

センターを国際研究情報官の

を、中野が耕

ターが、我々を暖かく

目治区の忽くの研

ている。

数多いで
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、モンゴル

国じモ ゴル

じ

の

え、また共同研究の

に属していた

では、ウランバートルに

要な

の状況を目の当たりにした。調査は、

ーと同＊沖縄支所作物育種研究室の中野

に国際農林水産業研究セン

を切々を訴えられたモンゴルや中国内

に沿える日がくることを願っている。
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の 1忍し- h J ヽ ロシ ・-9 ふ名 {;} う

丑舟 にも の じ,;！ 、

耕地 は

ない。

広 な からみ 常に ないが、 間に に増加し

きた。 80 代だけで 、人口は 2. 8 %とかなりの で えている。とくに、

の rW , が著しく、 、約 1 4が首都ウラ ノゞ ート）レ している。

種類 1989年 1990年 1991年 1992年

国土面積 (106ha) 156.7 156.7 156.7 156.7 

乾草刈取地 II 
2妙゚

自然草地 II 121. 9 

森林 II 15.2 

耕地 II 1魯3 1.3 1.3 1.3 

耕地における内訳

栽培面積 (103ha) 853.6 786.4 708.1 657.0 

潅漑面積 II 35.8 

モンコルは行政的には、 1 8の県（アイマク）に分か はさらに郡（ソム）に分割され

ている。一方., ウランバートル、ダルハン、エルデネットのような大都市は、別に特別市とし

て区分されている（第 1図）。民族的には、モ／ゴル族の人々はモンコルだけでなく近隣の国

々に広く届住しており、東は中国の内蒙古自治区から［国はカスピ海まで広がっているという。

方、モンゴル本国には様々な部族が地域的に住み分けており、最大のモンゴル系部族でおる

ハルハ族が全人口の 70%腟を占めるものの、モンコル系以外の少数部族もある l7)。社会

時代は多くのロシア人が生活していたが、ほとんど帰国したため現在はウランバートルでもロ

シア系の人を見かけない。
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スグル、ポルガン、

,,,100t]、

令 0%でもる。

が している。

マ］キ、しふ

は2,000・-8,000mでもり、

は200~400mm

ハンで ヽ

中
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ょさい令"ゞ

゜
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}
}
 
登
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'i テ→ よ

1 7 %を占めている。

1J, .:X. ヽ

る。しかしモンゴルアルタ

ンビ,,,；ゞ、 、ぷ，g
← ~.✓ .,.。こヽ

る゜

などの

が乞く、

は1,800mであ，,'

300mmでもる。

）、セレンゲ、ポルガンで、国土の

で、モンゴルの

カブ、ニンジン~ やその

なた

な

の

は

われている。さらに

は一 3.7 5℃、

フルンフスで、

となっている。

てい

はウ

もみら

は 90,~110 日、

は 1.8~2,5%である。

よびステッ

よびステッ

ウルツ。トウル：ステップ、および乾燥ステッ

(Central and Eastern Steppe) 闘戸或

ドルノゴビ、 ドンドゴビで、

中心で、ピッジ、ヤ
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どな
｝
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1 8 %を占める。

が行われて

取令調製さ

であり、

スフバートル、

はほとんどな l,¥。

が

は 1,2 5℃、無雷期間は 130~225日、

はモンゴル語でハルショローンフスと呼ばれ、腐棺を 4~5%
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~ モ ルで 2番目の は800~1,450

200mmで

ウブルハンガイ、 ドンドゴピ、

ドルノゴピの各県に広がっており、国土の約 38%を占め、半乾燥およ

ヒッジ ヤギ（とくにカシミアが有名）、ラクダが放牧されている。しかし、

な 六ゞ
'-

ムヌゴビ、

に属する。

の飼料の確

， 
ーり一



きな

メロンの栽培が行わ

は13 0日

だ

になっている。オアシスでは

-%  
' ヽヽ

み、

゜
る、＼‘…Y

 
て

によってドンノホ( i L.) 

チャイ

ビ念アルタイ山地：ステソ

）レビ‘

よ

よ

はわず

ステッ

850~1,150mであり、

100mm 

。.5~0.8%にすぎジヽ の ｝｝ 
，
＇
い
~
~

•7へ，ゞ
c_ V l ,;::,。

3. モンゴルの農牧業の

1)一般状況

モンゴルでは、第 2次大戦後、旧ソ連の支援により遊牧民を

し、家畜の国有化と経営の集団化を押し進めた。そして、 1 9 6 0 

同組合や国営牧場に

頃までに基幹産業であ

る牧畜業において計画経済システムを確立した。そして、自然の草生だけに頼っていた牧畜で、

乾草を生産し家畜生産の拡大を図った。また、穀物の栽培による食料の安定供給を目標に畑作

農業の開発も進められた。それまで、モンゴルでは農業（作物牛産）には中国人農民がわずか

に従事していただけであった。牧畜業の国営化と集団化の過程で、多くの遊牧民が家畜を失い

都市に流れたり、農民となっている。

農業は、大規模な国営農場で大型機械を使用して行われ、穀物は一応自給できる水準にまで

達した。しかし、牧畜業では、家畜の頭数は伸び悩んだ（第4表）。これは、個人と家畜との

結びつきが生産にきわめて重要な要素となる牧畜業を集団化したために効率が低下し、

欲が減退したことが一つの原因とみられている l4)。

1 9 8 9年、旧ソ連。東欧諸国の変革の波がモンゴルにも及び、

独裁の放棄、自由選挙の実施、そして、 1 9 9 2年 2月には新

ル人民共和国からモンゴル国へ変更されるとともに、私有財産、

が謳われた。

市場経済への移行とともに、家畜が遊牧民に払い下げられ、ネグデル（共同組合農場）や国

牧場はほとんど解体した。そして、その結果多くの農民が遊牧民に戻った 3)。しかし、酪農

場や、作物農場は、資産の分割が困難なことや大規模農場を個人経営するノウハウが個々の農

民に無いため、引き続き国が経営しているところが多い。

現在、市場経済に移行してから数年経つが、経済の停滞と混乱がなお続いていることを経済

指標は物語っている（第 2表）。輸送、通信、電力、給水、市場などの経済基盤の整備は、首

を中心としたごく狭い範囲を除いて非常に遅れており、地方都市では、生活物資の不足に加

え、冬期に備えた点検令補修の時期とは言え＼停電や断水など社会生活にも支障がみられた。

このような困難な状況はとくに農業部門に大きく現れており、国民の食料摂取にも反映して

いる（第 3表）。食肉や肉加工製品と、乳や乳製品を除けば、食料の一人当たり摂取量はここ

数年で著しく低下している。旧ソ連や東欧諸国との貿易が衰退し食料輸入も大幅に落ち込んだ

のであろう。しかし、国家の規制が緩みヤミ商売が横行し、経済のアングラ部分が大きくなっ

ている可能性もある。肉類の摂取量が幾分増えたのは屠殺頭数の増加によるものと考えら

化要求の高まり、

が制定され、国名がモンゴ

地所有、市場経済への移行

れているが、幸い飼養頭数の減少につながってはいない。

- 6 -
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それぞれ乳、肉、毛乃皮、使役といった多目的に引用し

1 5日から 12月25日の虎いだに、各臼が所有する家畜の

は 2,5り0万頭灰まりで、、ここ数年ほとんど変化がない（

らみれば、t まだまだ増頭てきる余裕がある。しかし、政府は
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画は

えが人々の

し＼なし¥C、

（ ） 
... ・~~ ~ ‘、~~ ~ ~ ~J~ ~ ~ ~ ~、~ヽ ...  芍心

＊ 
戸ノ マ

11,571 703 1, ,098 

5 0 12,574 象979 1,988 ， ;.1ワ/ .2 訟，702

5 5 12, ,448 1,812 ,386 879令8 幻,085

1 9 6 0 12,102 5,63 ,906 2,503 9. 1 23,001 

1 9 6 5 13,838 4,786 2, 2,433 684.7 23,835 

1 9 7 0 13,312 4,204 2,108 2,318 22,575 

1 9 7 5 H,458 4, ,427 2, 617魯1 24,352 

1 9 8 0 14,231 4,567 2,397 , 985 591.5 23,771 

1 9 8 5 13,249 4,299 2,408 559.0 ら•')c.へ, 

9 9 0 15 083 ,126 2,849 2,262 537.5 ,857 

1 9 9 2 14,657 5,603 2,819 2,200 415像2 25,694 

＊：ヤクを

ヒッジは、モンゴルでもっとも主要な家畜で、全体の 60%を占めており、ほぽ、全土に分

している。ヤギは、全体の 20%を占めている。ヤギは、ゴビ地方とアルタイ山地に多く、

モンゴルでもとくに厳しい自然条件に非常によく適応している（第 5表）。ウシとヤクは、

の 10 %cl差を占める。ウシは、ゴビ地方を除く全域に分布しているが、なかでも森林ステ

プ地帯に多い。この地帯は河川が発達しており、また、

クは、高山によく適応し標高 2~3丁

いる。ウマは、全体の 10 %弱を占め、

の背で生まれウマの肯で

寄：る。他の

分布している

ンコルの

クラとス～

の国の自

レ、＇］テ

‘‘’‘‘ 

している。ま

ダヽ
,, 0 

が

山羊 8 8 0叫い r
i
 

が

U,"'ノ, しh~ し、モ ,9n ダ 5 0万 のヤク

亡と 、／ ,J' V k,-. している c 「モ ゴル人はウ

れるよ ， ,,~_令- はとくに の 1,_ ~ な動物

は し＼
' ビの砂漠 よび に多く

1 0 0頭当たり

ラクダ 36頸とい

L
i
r
 の

で

CT) くな

が繁茂してい、~, 0 

内

は、了

仁:-

仁ノヵヽ

-1:"~ 
＆りハ

l 9〉
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第 5 (1 9 9 2 1 2月31日） （千頭）

種類 ヒッジ ヤ ギ ウ ンヽi ＊ ウ マ ラク 総 数

Arhangai 815 213 283 184 l.2 1,496 

Bayan Olgiy 269 86 66 7.6 1,034 

829 ， 133 37全7 1,762 

Bulgan 634 120 L 令 129 3診1 1, 

Al 994 580 76 81 ,13, 3 1,775 

Dornod 530 47 123 92 9.9 802 

468 204 78 .5 871 

Dundgovi 859 447 95 148 41.1 1,591 

Dzavhan 1,359 371 194 150 11.6 2,085 

Ovorhangai 1, 191 198 181 21. 6 2,046 

伽mogovi 287 427 24 60 102宴1 900 

Sukhbaatar 657 164 144 121 12.7 1,099 

Selenge 312 38 97 35 0.3 482 

Tuv 1,087 192 198 205 5.6 1,688 

Uvs 992 312 148 116 28.7 1,597 

Hovd 906 529 131 94 28.4 1,689 

Khuvsgul 942 298 332 170 5.6 1,747 

Hentii 825 194 187 138 7.8 1,353 

Darhan Ci 90 17 28 10 146 

Erdenet City 57 ， 20 7 92 

ir 71 14 8 6 0。4 100 

Ulaanbaatar 148 44 58 26 。令1 275 

TOTAL 14, 5,603 2,819 2,200 415.3 ,694 

＊：ヤクを

は 「］の し）~や・ し＼ した。か ン ＇p レ~ 1に+入 だけの であった ヽ
ふ1 a ,, 

3 0 と19 0 ヌ'、 Jノ-'' ル（ 同 ）に を を め、一

では を した人々が で に lゾい七C l り →巾一 に まった l3)。 19 6 0 

から 19 9 0 にかけて、 し,7ヽJ 200% 加している。 、モ ゴルの

- 11 -
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バクは 60%も低い。

0万haで作物

でもったが, 9 3 

は、 80万haC9 パ＼；；ャ
又j ノ ふ

j 、

／和い、な"J'  

され、 3 0万haが

トンまで

、90年は 2今 4.万tであ

し¥.. ,., 0 

からの

の

1~ ,~ 

となった。

uり勺｝希'てヽ`
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ぐ
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ら〇念 05万t、

が

るヘルレン川

(2)作目

モンゴルでは、 5

0mm 

耐 ン）

しかし、

文／
3
ト
6

}

}

 

',
'i,~ 

の検い作物

穀物類は、 l9 8 7 

で上昇した。その間、飼

と植物油は

(4)畑

(gray 

ふ
6
Iua 

ふが七
こ吋 v/- I✓ ヽ

などでも

ていだの

っ+,, le.-

の開発が

のここで交る

間で 2国程度の頻度で旱魃に

もl2℃前後であり

を

匁

゜
ご

る

’~i 

る

¥.! h 
'- ! ふ 一、+-・ベ ! 0 C 

な

ス3

である

7)。

占二、バ
＼ぷ J//¥-~

は、かってとは

キ
'
j
9

こ
~
~
＇

¥‘ 

sヽ
3ヵ"

ス
)

は 100mm~40

である。作物にとって

ジャガイモなどの耐

される，-3

の 77%に作付けされていたが, 9 2年には 90%ま

物は 21 %から 8%に減少した。すなわち、 92年のい麦の栽

面積は 52. 6万ha、大麦が 5.3万ha、エンバクが 1万haであった。他の作物の作付け

面積率はジャガイモが 2%、野菜が 1%、果樹は 1%以下であった。

需要動向やその他の諸条件から判断して今後、伸びてゆく作目は小麦、ジャガイモ、キャベ

ツの順であると考えられている。また、

ると思われる。砂糖、植物油、米、茶は

有化のインパクトについては

モンゴルの上壌の主要なタイ

の40%に分布）、

への取り

ジャガイモや野菜を消費するようにな

であるが、現在はすべて輸入に依存している。

が始まっている。テンサイはズーンハラで、油料

作物はドルノッドで試験栽培が行われている。ただ、

する方が経済合理性が高いという見方もある。

(3)農場組織

牧畜とは異なり、畑作では今も政府が出資に加わっている会社組織農場の比重が大きい。畑

物の半数前後は会社組織農場、残りが農民共同出資の共同出資組合農場や個人企業農家で

産されている。ただし、大規模大型農業にそくわない野菜は農場の私有化が浸透している。農

は3,000ha~6,000haの規模のものが多く、例えば 6,000ha規模の穀物農場

が 60人前後の職員で経営されている。当然ながらトラクターやコンバイン等の大型機械を

した機械化一貫主産体系農業である（写真 8)。大型機械化農場を個人経営した経験が乏し

いため、民営化した農場が再び政府出資農場に合併して収益を閏上している例が多いという。

に関しては国内

は、乾燥ステップ

ステップ上壌 (brown

desert soils、同 9%) 

が艮い

らかに

(dry-s 

するよりも輸入

る『サきもあ

があろう。

chestnut soils、

1 7 %)、

（ 

nut soilsや chestnutsoils)が多い。この は軽く、シルト状で、深さは 30cmほど、
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てあ 10

によるもので

かって

~ 2 0 % 
れ、、小

つつもる。

していない。しかし未

尺ついては

ヒンゲ川の

に

しやすい。

概

几

Hは6.0~・・・7.0で

く、風食芝受け易いぐ

]へ七ゃふ:
、沼、.. • l 

".} 

のプラ

9りにし

日

（
 

’‘ ＇~ヽ←ぶ

の

,'べi’~,~ 

,-,~ 

しヽ

ャ、J

令ヽ
9令～

Pが

_,, 
匁，を

ヽ苓・沼

{、よ[

[｛ー

＇ 
とい―

只

゜

(Water Devel 

13,700ha 

ィ、オブス、もセレン/'

;: ティを反

10~ 

ジ

を

させる

しかし、

゜
る、＼

さ

i
苓、

[

げ

だ

で

0~6 ヽ ］ 

の大き；い作

ジャ

ある。

],,¥が、オルホン:ri 

f

}

 

t
i
 

n. 
;J  

セ

も

では、 52%

き

しているにすぎず、 11,000haは

ぃ□ど、稼働コストが高い
のが閏題てあるという o ―心方、尻在も小

ステムを独自に開発する必要がある。

(6)畑地利用（作付方式）

+6 

i
 ている。 は安価な シ

畑 地は大型機械化栽培に合わせて幅 50m蔀後の短冊状に区画し、休閑地と を交

に配置している（写真 10) C 一般的な作付方式は、 (1)小麦一休閑、もしくは (2)小

ージャガイモー（木閑である。両方式は、北欧米やロシアで行われている方式をモデルにして

--15 -
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。
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ナ
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、
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へノ
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3

9

,

 

されだ

されている。

0 0 0 

もられている。

(8)テンサイ、

稲，ハ

r
1
 

芍

iタ
尺`7,f
i
 

ふふ
9̀
卜〉

ヽ
ャさ

できるように

9
,
 

i
}
 

するたり)に、

ょit
 

ら

主

}

｝

 

:̀‘；返

区でも，；；；セレ

アゞ ； ＼ 凌
に封洛 ←ゞ父V◊

ゞぺにふ

'-'"ヽ

りの

ガイモ

ルハンの

ウランハート）し、ダルハンな

］プ...、9
＼ぷ.'~ V 

も

。

イモは•1 索 8 1音に

し＼

るにまかされてい

り〗：製粉工場で小

の食生活の

を増大

ぇ
r

ー
に

て

1ょ

. 9 t 

果がある n T 心 L.. ,: れには

を同上す ＇心只いこし＼、う考

、テンサイ、

の上万移凱を

~姿令

り

では

の

も特に

を考慮する

があると

日である C 2 0 0 0 

には、テンサイを 15万t、泊料作物を 5,4

人の食生活では食用油といえば畜吹l, 主に竿の

いだめ調理用に軽い植物油も凡化州から輸

ネ、ダイズ、アマなどの泊料作物栽培と試験搾泊が

ドルノッド県で小

ついてもまだ詳しく

ていない。

(9)飼料作物

飼料作物を

こ

る

9
^
i
u
`
 

す

k
J
 

心であるが、動物油

の自給を目指し、ヒマワ＼）、ナタ

かって、ダイズはホブド

されたことがある。号時の評価は高くなかっだが、ダイズに

ある。テンサイも今までの

ンコル

胃に

はあまり良い結果は得ら

は焦い。しかし、畑作農場で飼料作物も栽培し

も飼育している。濃厚飼料の給餌は少ないが，酪農、養豚、養鶏に穀物飼料が用いられてい

る。最も主要な飼料穀物は品質等級の劣る小麦であるが、飼料穀物の生産量は 89年には 7や 4

万tあったのが 92年には 3.1万tに した。小麦生産が低下する中で食用にまわす分を

らせないのが一因である。小麦以外に、飼料作物として栽培されるのは大麦、エンバク、ヒマ
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の

の60%は

の

い。第 8

の

ンパク、ヒマワ！］を

の

さ

は14乃haに

用で、 40%が

5まで低下してしまった

もある。

田ア芥フ、
；い、 u<,J 心'0

了芯 '' -t' ＼贔 な3
 

{，＇ 
ぷ
ぶ
沼

交
＼っゴ5

;:~ 

から低いためと、飼料と

して適作物が栽培されていないためである。サイレ_.. ジの 73%はいウブ県とセレンゲ県で

されているが、モンゴル全体で 89年には 23万t製造されていたのが 92年には 11令 1万 t

に減少した。サイレージはエンバクとヒマワリを 6: 4の混合比で作成しているが、サイレ

ジの品質はヒマワリが和用されているため低下しており、ヒマフリに代えてマメ科作物を

すべきであるという指摘もある。また、飼料の貯蔵技術の改良も必要である。

(1 0) 

しないし 5)、野菜に対する需要も大きくない。かって、政府が遊牧民に野菜を無償で与えた

ことがあったが、彼らは運搬が困難なため全て捨て去ってしまったという。遊牧民にとって

は草原に生えている野草である。野生ネギであるジューツアイ (Allium odoru匝し）、ハリャ

ール等の野草を採取し肉に加えて食べている。一方、都市では野菜需要が大きい。また、人口

度の高いセレンゲ、オプス、ホブト、 ドルノッド県の都市近郊では遊牧民もキャベツや玉ネ

ギを市場で購入している。モンゴル東部のドルノッド県等では中国の支配下にあった時代に中

の影響を受けたといわれる。

都市部では、畜産物と穀物に片寄った栄養を補完する上で野菜や果実の必要性は大きい。ウ

ランバートル近郊では野菜の集約栽培農場も現れている。他の都市部の潅漑施設が整備された

でも同様である。ウランバートルにはキャベツ、カブ、ニンニク、タマネギ等の野菜貯蔵

が 6箇所ある。現在、畑作農場の中で収益性が高いのは野菜農場である。 93年に高収益を

げ、新間で取り上げられたのはウランパートル近郊の職員 20名規模の野菜農場であり、キャ

ベツやトマトを生産し 70万円前後の収益をあげた。しかし、この 3年間の生産停滞は野菜も

例外で無い。 92年の野菜類の栽培面積は 2、 200ha、総生産量は 16,400tであった

が、栽培面積も 91年に比べ 20%低下しており、生産量は 89年の 28%にすぎない。こ

らの生産減少分は、輸入で補われているわけでなく消費が抑制されているのである。

｝レて栽培されているび）は以下のような野莫でも乞（第 8表） n 各野菜の
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第 9

（学名） 面積 単収（備考）

リンゴ 10ha以 5~ 10t/ha 
ャツルガン（ L.) 700ha 3~ 4t/ha 
ラックカラント Ili bes nigrum L.) 200ha 3~ 4t/ha 
ラックベリー (Rubes L.) 3~4ha 3~ 
ウラーッカヌ

ーカンス
イリーツンヌ
シ
ヨーロッパスモモ (Prunusdo肛es L.) 3~4ha 3~ 4t/ha 
卜 ロイ
アニス （ 、肺病に効く）

(1 2)種子生産

種苗生産も国が行っているが、充足できているのは小麦だけである。従来は麦類は 5~6

に、ジャガイモでは 4~5年毎に更新してt番種されていた。しかし、現在は経済の混乱のた

め種子更新がなおざりにされている。モンゴルには独立した種子増殖配布機関は無く、畑作研

究所が業務の一貫で行っている。麦はダルハン、 ドルノッド、オブスで、ジャガイモの種イモ

はダルハンとオブスで増殖しており、特にジャガイモに関しては組織培養によるウィルスフリ

ーパも行っている。

モンゴルには野菜の採種栽培に適した

ヤベツやニンジンの種子を

ド・

が

的に

している。

の

東ゴビのツ9ランツのクで

(1 ;3) 

している。エヒンゴル、ハルヒンゴル（ハルハJII) 

の増殖を実施しているが、野菜の種子は主に

はあまり多くない。

用のキュウリとトマトはホブドとエヒン

て外国より輸入している。

っている。

＼ては、

ている 出現した小 ↑ vj  

地であるダルハンでは

しているが、

ビのエヒンゴル

る技術普及に

ホ

より
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、
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✓ 
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きく

の

のと

経済協力局

業技術局

食品局

3図 食料迄

りで

「

I‘,：と
t

L:99,1‘ 

業省の組織体制図

関の組織については、

とともにモンゴルに ける農牧

1 7の研究所等を組織した。現在、

下で、農業教育の実践と研究の推進に関わっている。

になると説明を

農業技術における

゜

るため

i斗七つ
u 1~0 

モンゴルでは、昨年 9月、

のセンターと位置づけた。

・教育省と大学は科

要閥題として氏が指摘したのは以

ンゴル

-20 

スタッフ総数

立

そして、

で登

して

を、

大学のもとに

の2つの省の管

の

3,000~3,500 

のような問題であっだ。家畜は、 し＼



まや 80%が ;"", ,1_, 

ている。その文辛

なっている。残り 20%

の

による、10 ,,_ 2 0 

め、

2)自

名：

自

あるが、

にもって白

きでな人であった。

の申し入れがあったと

いる。国連の気候変

にも参加している。

ミ
f‘̀ 

ミ
3

~ 

-.l 

of Nature 

ワ企｝、ナ念
'- ¥'¥ハ-0

である。こうした

に力を注ぎたい。

Iふ、
怒ふ、

う。モンゴルの自

し二つこ

の

~-i 、内
し1/''匂。

い万白］に同かうとみられるが、

Environ且ent

とも研究協力を

ど機能していない。

うりである。

水管理研究所 (WaterManage皿entInstitute) 

もにモンゴルの水資源の生活飲料水としての

ンゴルでは水に塩分が多く対策が必要である。とくに、

を飲用しており、健康に影響が現れている。また、へ

は全く無訃画，無調整であっだが、ゴビで

ふも

¥ ぷタJム'＼ ' ］ 、 i ' ' ソら ＼ l， 六'C,. '-レゃ

仁-ぐ ご さな ,し父~-- さ +1 -~ +ハ~,, 戸心>， , 

か アヽ;K 七1~ iヽ む

かり '_,,6', 姿',文 、 こり

だきるものではない点である。まだ苓

で

の

5, Ulaanbaatar 11, MONGOLIA 

を表敬訪問した。氏は若く、

していたと言う。

されていることなどから、

いる。ウランバートルでは 3

トが 2年前に始まっている。同

土地利用研究所 (LandUse Institute) 

の使用や所有にかかわる権利、土地の利用

いる。モンゴルにおいて新しく制定される予定の「

が

が

マゞ;~＆うも-!う。

iきふ← 

る

1豆ゃ- 7 心

fゞ了j＼ ふ勺ぐふ六、 y ,' _ 

の のへ下の

っている。親日的で研

を

ピでは 80万もの人々

と生活用水との

も

T 
--L 

で、 JICAの

になって 1年で

の

は、同

に前1句

同研

されて

ロジェクトや世界自然保護閲発プロジェクトなど、国際プロジェクト

物研究所や地理研究所はモンゴル科学技術アカデミーのもとにあるが、

っている。一方、科学技術アカデミーの方は研

氏を通じて得た自然疇環境省傘下の研究所と研究活動の概要は以下のと

や和用法の研究を実施している。モ

の高い

につい

が

プロジェク

と価格との関係などについて研究して

」の草稿にもかかわってきた。現在、
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している。モンゴルの自
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情報センター (InformationCenter) 

自然と

せず、自由に使っているだけで

ることになると言う。

は40名。

ータがここに集められる。リモセ：バ青報も

ている。ただし、出版物はなにもないとのこと。ここでも、

ゴピ開発プロジェクトセンター

2つのセンターがある。一つは発足して 3年目であり、

ジェクトを実行している。研究者数は 5名。

る

である。やはり、自

3)モンゴル国立農業大学

_ ian Nati 

aanbaatar 53, MONGOLIA 

のProf念凡

ま
~
、
こ
~

で

6月に

の

研

研
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の
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9

、
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＇
~

ドルである。研

を

、ヽ;J
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I
 

の

になっだ。

の

は80名。

の

る「モンゴルの甘い

のなかにある。

)v キ>にふテ
,~ ねし） 0 A

`
 

であると

などで、

1 1 0 
゜

のなかにもる。

ピの塩類 での作

の

してし＼ るむ

を行い

が虎り、

ータも入手し

てプロジェクトを

1 0 0名。

を

プロ

tural Universi 

中,_タ 0 は、 94 

ちな 1,~ ~ 

を実施 る の としてモンゴルに 日

を した。同 の研 よ

iL 十七l~令 o 1"'+ヽヽ 土ふ

り、 くの を したことを りとしていた。

で約 1,5 0 0名になる（写真 11)。

のもとに再編された研究所等は以下の 17 

研究と教育を実施している。モンゴルで第 2の都

も首都ウランバートルに所在する。

八
ノfu 

ク
し、

バ
Vj  

+{ 
,い
r'

べて

。
C
3
 

寃”ー さわ

である。

ルハンにある畑

-,,:;Iキ、¥a-、

いず
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itute of l 

『Inst今 Science 

Inst, 

Inst斎 Plant P『otection

Instを OR CUl tu『all.¥cono且lCS

Inst令 Sci 印 dAgricuJ. い1re

fIt 

⑨ゴビ地域牧

地域試験場

エヒンコル

⑫山

ゞッツンプル養蜂

ピ県）

, Res,, & 

Res. & 

Inst必 of

Inst名

, & Pastures 

ス県） Lakes . Station of L ＇ 

)¥'' Sta.of AgrL 

,,: ， Hi Regi. Res. Sta。 of

))¥'' Jt Bee Keeping Res. Sta令

地域獣医ラボ（家畜保健所） Regional Veterinary Laboratory 

⑭ウムヌゴ県、⑮ ドルノド県も⑯ホブド県、⑰アルハンガイ

における教 、教職員や の定員計画などは科学・教育省 限 である。

プロジェクト策定は食

省につながる

関と係わりをもっている。研

とになる。

における研究プロジェクト課題の決定と、食料・農業省を通じて実行される過程は次の

とおりである。①研究者によるプロジェクト化課題案（素材）の提出 c ②各研究所および大学

内での論議。③食料．農業省の審議機関、さらに科学・教育省の審議機関で協議。④大蔵省で

の予算協議、そして実行。研究プロジェクトには、国家プロジェクトと地域（県）が独自に

する地域プロジェクトがある。国家プロジェクトの研究期間は 3~5年、地域プロジェクト

は1年というものが多い。現在、 51の国家プロジェクトが実施中であり、 67 2人の研

である。また、人権費、

ファンドから出ている。このように大学はいくつもの政

は研究プロジェクトの課題数や予算規模によって決まるこ

が係わっている。研究プロジェクトの実行に当たっては、植物研究所などのモンゴル科学技術

アカデミー傘下の研究所と協力することもある。政府から出ている総予算は、賃金込みで年

2億トウグルク（約 5,0 0 0万円）であり、予算不足が深刻であるとのことであった。例えば、

作物育種の国家プロジェクトは 1つしかないが、 4つの研究所がかかわっており、中心となる

畑作研究所所長が予算を研究分担に応じて配分する。予算が不足すれば、研究は縮小せざるを

得ないと言う。一方、地域プロジェクトは現在4~5課題が走っているだけである。
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゜
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で虎

*~ 1-C 
また、

かけてい

の卒業者と同

の受験資格が

とも

¥、9ーラオ（

心

の2名、スタッ

は約40名で

¥j 

諭 研

による改 画。

②ウ ヽ クダ研九口!J • '1'主りY, 、ビ!,..,._土:'JXFPJ o 

ャ の研究部：日芦-パヽ 6"'"土 1又 Illり0

、ーワトリ、ウサ ' " ::: ,, / ツゞニ/ 

の研究は現在ほとんど し＼。

およ 料作 ：野

の栽培、飼料作

よび食物のサンプルの成分分析を行っている。

研究の主要な柱は、①モンゴルの

活レベルの向上を目指している。モンゴルの遊牧は、より

く必要があり、このためには、家畜の管理や草地の利用などの

ら春にかけて 180~210日間は、家畜にとって非常に厳しい

ウランバ

であり、

ウランパー

0 0人むこの

は の7

、外国種（主~こ 1日ソ連から）

の 。ウサギとミツバ

弊 の の調製、飼料

の の冬
゜

動の 去‘゚ヽ l ，， ¥ o 

あり、それ 肉、

の開発におき、

の高いシステムに改柁てい

要である。とくに冬か

であり、この時期に
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て し死ぬ

いけないと言，J Q 

あり、

かし、

なけ を複年、

している。

(4)獣医学研究所

: Dr攣R.

研究所のスタッフ数は約 10 0人、う

部の構成と研究内容は以下のようである

①薬理

①薬理学およ

よび毒物学

モンコルの

こ¥,- る。また、ある

形の な

に'"心 すぺき

いになり 内の

;" c
 

ー であり冷

ては、過酷な自然を

して

nヽ
Vj  

ヒッジとウシの

は50名、以下の 8

⑤家

⑥家畜衛

⑦寄生虫

⑧ウイルス

流血によって

ている。

よび

の

でき

門がある。

術を研究している。モンゴルには、 50 0種類もの薬草が

から作っだ薬は気管や肺の病気に効くと屯言う。モンゴル

の体を刺しア病気を治す伝統的方

まだ、

}

j

 

i
i
 

の

要で

究を特に

がき

l 
怜 J

にはアルカロイドを産生する草が 20 0種類はあり、通常は飼料として利用できる草が

の一時期に毒性を示すことがある。この種の草による家畜の中毒はよくみられるが、

が生える地域の家畜はこれらの毒性物質に対してすでに抗体ができており抵抗力をもっ

いる。同研究所では、こうした免疫発現機構の解明やワクチンの開発を行っている。この

は、実験室の設備が貧弱なため、薬草から薬効成分を袖出する研究を共同で行いたいと言う。

染症および細

の研究を行っている。

タが感姿する。 Sal且onell

することがある。 Scl

クダ、

シも

losi sはもっとも

ウマの病

な で、ウシ、ヒッジ、

Listeriosi sはヒッジと

の柄気である。いずれもワクチンの

ヽ ラ

、それにウ

を目標にし

ている。在来家畜品種はこうした

している。

に対してかなりの を示すが、 のメカニズムを

代謝不全症やミネラル欠乏症のを研究を行っている。ミネラル分析室では、土壌、草、飼料、

や家畜の血液、乳や内臓などの主要要素、微量要素の分析を行っていた。モンゴルのいくつ

の地域では、家畜にヨウ素、リン、コバルト、セレンなどの欠乏症や、フッ素、モリブテンな
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予定のウイルス病は冤デシの Rhi

ウマの Rhinopneumoniaなどである。

゜
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了‘
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、3の

ロジ
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わ,d ベし

'・7c、ノ〇

う

" ミ" -,  --ぶ ルを

を目指している文」特に、。 ト

が大きい） 皮下
.., ,. 
--'-jレ、、 f ヽ

トとして、モ

(Ne 

の

luenzaや Rinderpest(牛疫）、

対象として、、特にウマの Ane皿ia

ionsをあげた。この は しているわけではないが、 に全く研究されていない。

(5)植物保護研

｛主戸斤： Baruunselbe 9, Ulaanbaatar 38, MONGOLIA 

所長： Dr. D. TSEDEV氏。

職員総数36名、内研究員30名（博士 1名、修士 5名）。所長は農業省の植物保護局の局長を

兼ねる。研究部は 4部と 2実験室から構成される。各部の研究課題は以下のようである。

① 害虫研究部：

虫の中ではバッタ (Locusta migratoria)の被害が大きい、最近ではモンゴル西部地域の

で50万haが被害を受けた。野菜類は鱗翅目害虫の被害も多い。害虫の生態研究と

除に閃する研究を行っている。

雑草研究部：

雑草の問題は大きい。モンゴル全体で農作物の

ている。 50万haの小麦栽培地の

を散布している。除草剤を選定するた

生態学研

③ 植物病害研究・パイオテクノロジ一部：

の20%を雑草害で失っていると試算さ

けている。小麦では機械除草は行わず、し

の薬剤導入と適用試験、雑草と作物の

病害の中では、ジャガイモの疫病が最も大きな問題となっている。モンゴル全体でジャガイ

モの栽培面積は 1万ha前後あるが、疫病のため収量が半減している。疫病菌の生態や防除薬

の研究を行っている。タマネギの (Pucinaalbuかの被害も大きく、病理生態研究を行ってい
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る。

ネズミ類研究部：

ネズミによる被害も甚大であり、近年モンゴルの草地の 3,0 0 0万haで被害を受け、 20 

0万haが裸地になってしまった。ネズミに根まで食害され裸地になると、草原が再生するま

で5~6年必要とする。ネズミの密度が大きい地域では家畜の生育も悪い。毎年、 1 0万ha

の規模で病菌をまぜた毒餌を撒き駆除を行ってきた。日本の商社と農薬会社から供与された殺

鼠剤を試したことがあるが効果は大きかった。

⑤ 微生物実験室：省略

⑥ バイオテクノロジ一実験室：省略

将来、先進国とすすめる共同研究の候補として以下の課題を希望している。

① 野菜類の鱗翅目害虫の殺虫剤の研究、② バッタの防除、③ ジャガイモの疫病菌の殺菌剤

の研究、④ ジャガイモのウィルス病の研究の深化、⑤ 小麦、キャベッ、タマネギ畑の除草剤

の研究、⑥ カプに薬害の無い除草剤の研究

(6)農業経済研究所

｛主戸斤： Ulaanbaatar 53, MONGOLIA 

同研究所では、市場経済およびマクロ経済の研究を行っている。今、この国は計画経済から

市場経済に移行したばかりで、こうした分析データはまった＜蓄積されていない。一方、教育

では、市場経済の教育を注意深く進めている。

研究所には、 6つの研究部門、①経済理論研究、②マネージメント研究、③経理研究、④国

家統計研究、⑤コンピュータによる計量経済研究、⑥社会科学研究がある。研究者数は 20名

以上。現在、 3つのプロジェクト研究を実行しており、その課題は①モンゴル伝統の遊牧経済

の研究、②農業マネージメントの研究、③モンゴルの農業と市場経済の関係の研究である。現

在、モンゴルの農業は混乱停滞しているが、市場経済下での社会や農業をいかに発展させるか、

社会制度が変わり国有財産は配分されたが、新たに生まれた企業がどのように独立していくの

か。こうした方向や指針を示す必要がある。

(7)畑作研究所

住所： Darkhan, MONGOLIA 

所長： Dr.J. MIJIDDORJ氏。

研究所があるダルハンは、ウランバートルから北に車で 4時間ほど離れ、モンゴルの畑作農

業の中心地域に位置している。研究所は、全国の作物研究を統括しており、① 研究部門、②

種苗増殖配布部門、③ 教育部門の 3部門で構成されている（写真 12)。研究部門の職員総数

は10 0名、うち研究者は 54名。組織は以下の 5研究部と 3研究室より構成される。

① 作物育種部 ⑤ 果樹部

② 作物栽培部 ⑥ 農芸化学疇土壌学研究室

③ 野菜部 ⑦ 生化学・植物バイオテクノロジー研究室

④ ジャガイモ部 ⑧ 野菜バイオテクノロジー研究室

な研究目標は、① 種子生産、② 穀物、ジャガイモ、野菜の育種の推進、③ 土壌の肥沃度

の向上と風食問題、④ 野菜の品目の多様化などである。また、農産物の品質評価研究への取り
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組みも課題である。種子生産に関しては、種子増産体制を早急に整備するとともに、野菜類の

生産技術の導入が必要である。野菜の品目多様化という点では、現在は早生野菜としては

キャベツと早生赤ニンジンしかないので、早生野菜の導入が特に望まれている。また、施

設栽培による野菜の促成栽培技術を開発する必要がある。

1 9 9 4年度の食料・農業省の農業研究5lプロジェクトの内、畑作研究所で実行している

課題は以下の 10課題である。

① 土壌成分保全 ⑥ 油料作物導

② 小麦育種 ⑦ 果樹、花

③ 野菜育種 ⑧ 穀物栽培

④ ジャガイモ栽培と育種 ⑨ 作物保護（病害、虫害）

⑤ テンサイ栽培 ⑩ バイオテクノロジー（ジャガイモ）

各部の研究状況は

① 作物育種部：

小麦や大麦が対象であるが、特に小麦の育種が中心である。

モンゴルの小麦は春小麦で、主産地の中央北部では 5月中旬に｝番種、 9月上旬に収穫する。

早生品種の生育日数は 70~85日、中生品種は 86日~93日である。低温と旱魃が収量規

制要因であるが、特に播種前後の 5月~6月の旱魃が問題となる。また、 6月初旬に降霜があ

り、栽培期間が短い、気温の日較差が大きいのが特徴である。このような気象条件下でも安定

多収の品種を育成することが目標である。現在の品種でも好条件下では 2.8t/ha~3.0

t/haの収量をあげる潜在能力を有している。しかし、現実には気象や圃場条件の影響を受

け、年により最低 0.56t/haから最高 1.43t/haまで大きく変動する。安定性の確

保がことに重要である。早生化も目標であり、早生化と耐旱性の強化のために突然変異育種を

進めている。病気は比較的少なく、耐病性育種は大きな目標になっていない。他国に比べ厳し

い気象条件下での栽培となるので、導入 を匝接に普及するのは困難である。交配育種が中

心であり、ロシア、欧州、モンゴル品種を組み合わせて交配を行っている。冬小麦と春小麦の

交配も行っている。 「Darkhan-11」や「Darkhan-15」、 「T2643」といった有望品種。系統が育

成されている。

小麦を含め、作物の外国からの品種導入の窓口はダルハンの畑作研究所に設置されている植

物ジーンバンクである。導入品種はジーンバンクで一次評価を受け、有望なものが各作物の育

種研究部門に流される。

交配育種が実施されている作物は小麦だけであるが、交配操作は本研究所とドルノッド県の

部地域農業研究所で行われている。交配後代の生産力検定はダルハン、ウランコム、 ドルノ

ッドで実施され、選抜された系統は全国 15カ所にある食料・農業省の地域適応性検定試験所

でテストされる。この系統適応性試験システムはジャガイモや野菜類についても適用されてい

る。

現在栽培されているのは、在来品種が40~60品種、ロシアから導入した品種が 3品種、

育成品種が 8~9品種であり、育成品種の作付率は 40%前後で克る。主要品種は交雑育種で

育成された「オルホン」である。種子生産能力が不足しているため新品種の普及に時間がかか

-28 -



ご
~
~
む
~で

を

も克 りヽ

」、 されている

同けの

の

モ‘, たギ6

ている。

滴 などの

キふ｝

と
~
·
’

の

と

えている。

多く、

の

ざ
ふ、カ

であるが、モンゴル

しまっている。

しては、ミニマムティレッジ

っている。

向け の

,,,.... 
ゾ｝
・' 

（
 

ぃ
ソヽ マざ

メ

,lJ 

の

の

3
 

への

の

な二j
ぇ‘さも

で

として

し8月にバイオマスの

を

つし

でもる。

を受け、 20%は

を

、さ

の

コンピュータモデルである。

油料作物はナタネとアマ (Linu雇 ustatissiu阻）を中心に導入研究を行っている。

タネの収量は 0喩 8~1.0t/ha程度であるが、目標収量は 1曼 5t/haである。害虫が

多いことと、ナタネは耐旱性が低く春先に旱魃になると収穫できない危険があり、そのた

きができないのが問題である。また、雑草防除技術の開発も課題である。

は外国、主にロシアからの

について延べ 3,0 0 0 品種を

を明らかにした。

が中心で

し、 20種の

品種の選抜も行っている。 5O種の

モンゴルで実用栽培可能であること

がけていないが、トマト、キュウリ、メロン、ニンジン、

ヤベツ、タマネギ、ニンニク、スイカで行いたいと考えている。

その他の研究課題は、種子生産技術、野菜の保存技術、施設栽培技術などである。キャベッ、

カブでは、空調倉庫、暖房設備のある倉庫、地下施設、など諸条件下での保存法を検討した。

キュウリ、 トマトなど他の野菜の保存法にも今後取り組む計画である。施設栽培技術について

の選定試験も行っている。

：ジャ モに関しては、モ ルの畑 の一 ． ノ J ヽ をも て

に解説する。モンゴルのジャガイモの単収は、年々増加し 19 6 0年には lOt/haであ

ったが、 1 9 8 9年には 12嬢 3t/h aに逹した（第 6表）。しかし、この 2、3年間

9 2年は 9窃 2t/h aである c 栽培面積も 91年に 10,lOOhaあったのが、 92年に

8, 700haに減少した。 92年の生産量は 78,500tで89年の約 50%にすぎない。

ジャガイモの主産地はトウブ県とセレンゲ県であり全国の約 70%を生産している（第 7表）。
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モンゴルのジャガイモの

コール加工、

いない。

をも工
へ

）

は が主であるが、 工 もズーンハラにある。アル

ている。しかし、フレンチポテトやポテトデップスの加工 って

は ら した 10 ta~、/ ル から した 2 ,ヽ,; 
ある。中 は、ロシア 入した「ペリクルス ヽ~ ~ であり、 10~12t haの収

ら ている。モン から した 、 19 6 0 •1~--I ' " i 

で、 19 7 0 ,,~ ~ 1r さゞ"ァ さ ている。 は、中

の は、中 である。

、ロシア、東 チェコ、 ］レ リアヽ など

の導入と在来品種からの選抜で進めている。しかし、旧社会主義国家間の

くなっだため、 90年にポーランドより 40品種、カザフスタンから F1集団を

に品種導入は中止されている。現在、ジーンバンクで品種保存を兼ねて一

る品種数は約 18 0品種である。

栽培管理：種いもの植え付け期は、 5月5日~5月20日。施肥は、基肥で

を行ってい

肥料をN、

P 2 0 s, K心を 90kg、90 kg、90kg/ha、堆殴肥を 20~30t/ha施用する。

え付け後の作業としては、雑草が多い場合には生育初期にトラクターで機械除草する。そし

て、茎長が 15~20cmの時期に除草剤散布。 7月15日~7月20日に

あれば病虫害の薬剤防除もする。収穫は 9月 5日~9月20日、晩生品種には枯葉剤を散布

る。

収要因：ズーンハラにある約 1,000haの大規模農場で奨励技術の実証試験を実施し、

350haの圃場で 40~45t/haの収量をあげている。しかし、実際の農業現場では奨

励技術に従って作業されていない。適品種が栽培されていない、植え付け前の種イモの萌

理が不適切である、施肥量が少ない、病虫害防除が不十分である。特に、この 2、 3年間は無

肥料、無農薬で栽培され著しい低水準に低迷している。今後は以下の課題が中心になってくる。

ウィルス病や疫病を中心に耐病性

b)病害に対する農薬の開発

c)種イモの萌芽予措施設の開発、高品質種イモの

d)種イモの増殖配布組織の整備

e)植え付け機、耕起や施肥機、収穫機などの農業機械の改

⑤ 果樹部：

種では、チャツルガンで多数の品種を、ウフリヌッツで 2品種育成している。リンゴはロ

シアより 6品種導入して評価試験を行っている。野生果樹類はモンゴルに約 60種分布してい

るが、栽培化の可能性を探るためすでに 10種を試作している。野生果樹の用途は、生食、ジ

ャム、ジュースである。

リンゴの単収は 5~10t/haであり、我

ロシアと同等の収量である。大粒の品種、耐

には凍結防止のため幹を土で埋める必要があり、

の るものの、

である。冬期

の付与が

である。

⑥ 農芸化学・上壌学研究室：省略

⑦ 生化学・ 植物バイオテクノロジー研究室：省略
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ゞイオテクノロ

のウィルスフリーぃ

との共同研究：

ーンハラでウクライナとこート

の種

に協力を

ら1O a規模の

えている。小

さ

されてい

f
`
5
ノnu 

は4名。組織

ってい

を行っている。

したい。ジャガイモ

忍、
V 令

について，←ヽ

このように、

によるジャガイ

とは ,JICAの援助で

に関してはドイ

ャガイモ、野菜の 3農場に分かれている。各農場の

し✓ ・, 職員数は秋の収穫時の数であり冬の農閑期には減員している。また、

1,200haのうち作付面積は400-~600haである。

である e ただ

については、

①
 
ジャガイモ

野菜農場

識員 12名

職員 10名以上

員 15 

1,200ha 

20ha 

20ha 

と果樹の農場はダルハンから 40km離れたシャリンゴルに、キャベツの農場は 12 0 k 

m離れたズーンハラにある。野菜農場で増殖しているものは、キャベッ、ニンジン等である。

ホプド、オブス、ハルヒンゴルでもその地方向けの種子を生産をしている。果樹については、

1 9 7 0年よりリンゴやチャツルガンの苗 lO 0万本以上を全国に配布した。種子増殖の能力

は不十分で改良品種の種子がゆきわたらず、種子更新もとどこおりがちでおる。

育部門：

の農学部は、 93年 9月の組織再編による研究と教育部門の合併後もウランバ

ートルにとどまっている。移転案が出ているが教員は反対している。ダルハンには旧農業専門

学校が改組された大学 (College)が配置されている。ダルハンにある大学の学生数は260名、

教員 30名。学科構成は、① 農学科、② 土壌学科、③ 自然保護学科、④ 気象学科、⑤

学科の 5学科である。

(8)東部地域農業研究所

住所： Mungut district, Choibalsan city, MONGOLIA 

: Dr. B畿 ADYA氏。

ドルノッド県の県都チョイバルサンに本部や教育部門を置く。本研究所はモンゴル東部地域

の農業開発のためにハルハ川の近くに創設されたが、 90年にチョイバルサンに移転した。圃

は、小麦の育種圃場がチョイバルサンより 15km、ジャガイモの圃場は 30km、家畜研

地は 20km、小麦採種圃場は45km離れた所に配置している。家畜の飼養頭数は、ヒッ

ジ2,5 0 0頭、ウシ 60 0頭。種子生産部門も有している。研究所の運営のために各部とも研

究と併せて生産物販売経営が科せられている。研究者総数は 35名、生産技術職員総数は 45 

名である（写真 13)。

農業専門学校が 94年4月に研究所と合併し、① 農業経済、② 農業機械、③ 家畜の 3学科

が研究所に併設された大学 (college) となった。教育部門の教員令職員は 50名、学生は
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と研修コースを合わせて 220~230仁 0

どで半年や 1年の研修コースもある。

コースとして、 トラクター 術な

問題、研究課題や研究方向ともダルハンの畑作研究所とほぽ同様、東部地域の気象・

壌条件下で試験を実施するという点に本研究所の存在意義があるようであった。独自な分野と

して、油料。工芸作物部が設けられているのは、ドルノッドがモンゴル中央部に比べ温暖で

壌も肥沃で、潅漑畑が多く、この種の作物の栽培に向くと期待されているためである。

物研究は 90年まで実施しソルゴーなども栽培していたが、飼料作物の需要が低下しているた

現在は中止している。

① 

に小麦を対象にしており、現在の研究課題は、 a) 、b)作付休閑方式、 c)土壌の

分維持と風食対策、 d)作物育種、 e)作物栽培である。

方式については、 a)小麦一休閑、 b)小麦ー小麦一休閑の 2方式を、作物収量と品質、

土壌腐植の変動、雑草発生、風食の面から比較検討している。また、現在はダルハンの畑作研

究所と同様に、 c)ジャガイモー小麦一休閑や、 d)小麦ーキビー休閑、 e)小麦ー大麦一休閑な

どの方式も研究対象に加えている。風食対策では、やはり休耕地の下層耕起や麦稗土壌表層散

布を検討している。

麦育種の目標はダルハンとほぽ同じ、冬小麦と春小麦の交配では、中生、太茎、深根、

葉、低脱粒性の品種育成を目指している。 92年に登録された「ハルヒンゴル 1」という奨励

品種が、現時点ではこの地方で最も多収であり、試験場収量はチョイバルサンで 3.7t/ha、

ダルハンで 2.2t/ha程度である。

② 野菜・果樹研究部：

ドルノッド県ではジャガイモはロシアから導入した「Aopx」とドイツから導入した「Actrr

a」の 2品種が栽培されている。ダルハンのジーンバンクで選抜された系統を、 ドルノッドで 3

年~5年間かけて選抜し、さらに 5年間生産力検定試験を行っている。今まで 50品種をテス

トした。今後の導入育種では、多収、耐旱性、早生が目標である。早生品種では 5月 1日播種

で 7月下旬収穫が目標である。品質面では、澱粉、糖をウランバートルに依頼分析に出して評

価している。また、疫病とウィルス病の耐病性育種は今後の課題である。シストネマトーダも

発生しているようだが、発生実態はつかんでいないし、研究は全く行われていない。

野菜研究は予算が無いため停滞している。今後の研究方向としては、主要野菜の品種導入、

土壌の微量要素、収穫物の保存技術、乾燥野菜などの研究を進めたいと考えている。

③ 油料・工芸作物研究部：

油料作物では、ダイズ、ヒマワリ、 トウモロコシ、ナタネの品種導入試験を実施している。

試験栽培における各作物の作期と収量を第 10表に示す。

現時点では、ナタネかヒマワリが有望と考えられている。品種導入の拡大と適品種選定に加

え、播種期、栽植密度、潅水法など栽培研究が今後の課題である。油料作物の遺伝資源だけは

東部地域農業研究所で管理している。品種の導入先はダイズは韓国と日本であるが、搾油用で

ない品種が導入されたり、他作物と同様に早晩性も考慮されずに導入されている。ヒマワリは

西欧と日本から導入されているが、日本品種は晩生のため成熟できない結果に終わっている。

トウモロコシはドイツ、ハンガリー、ロシア、韓国、日本から導入され、日本の品種は晩生で

適応性を欠いている。ナタネはロシアや中国内モンゴル自治区から導入されている。
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タネ

3,0~4. 

1.5-・2. 

作に関

った

9
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?'し

を越すザル田で低湿の

レン川の低湿地もあり、

農業機械研究部：

機械研究部は発足したばかりで研究課題の

究部：

こでは、肉

の

ば

うが、

用

ょ
ヽ
~
9
.

で

の

には

を毎日かけ

田の立地も含めてさらに

｝、ャク工ジ

もち

である。

流事

した。 93年の収量は 220kg/10aであ

と見受けられた。

であった。

だけてなくも

もまだ

I"¥ 
_)' 

かけて

4)そ

(1)食品研

名： Mongolian Food Research Insti 

aanbaatar, MONGOLIA 

モンコルでは、食品加工産業が、将来ますます重要になると思

の食品詞傘下の研究所で花るが、科学を教育省、モンゴル

モンゴル科学技術アカデミーにも所属している。予算は国立農

ドからでている。

＜
 

は3、4年前よりゴピ

している。用水の不足を

が 100m

た。チョイバルサンにはヘル

ると思われる。

に行われていない。

↓
j
 
,i 

］七~
VI~ 

日

ル語でウラーンフルと

がまとまってぎだと

と無角があったりなおかなりの変異がみられ

より良好であると言う。また、モンゴルで

は少ないが、かなりの頭数を飼っているので、

れる。本研究所は

術大学とも関わりがあり、

と同様に科学技術ファン

コロし口 究部．

ハム、缶詰、乾肉（モンゴル名、ボルツ）などの加lご食品の開発を行っている。理化学的分
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も実施している。国内の

ころ、産地によって

から

また、これらの研

の

ま，、

調査など

る゜

、23都の 10 0以上にの

にかなり差異がみられた

と別に、ナタネ等の油

し

の搾油

で

l -r'、ゾ<_ V 忍

つ9了、
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るA'ふ
、:'切

も、すでに

の

な乳酒

サンプルを分析したと

な方

ビート等の糖料作物の

ヌへ

、＇して

も行っている。

5. 中国・内蒙古自治区の農牧業と試験研究機関の概要

1)畑作

(1)生産

内蒙古は、北緯 37~58度、東経 197~126度に位置し、南北に 2,400km、東

に1,700kmの範囲にわたって広がる。人口

ある。首都のフフホトでも約 1割がシ冬 1-J/J入、、

中国全土の約 1/8の 11 5. 6万km2o 

a、潅慨畑は 16 0万haである。

2)栽培、作付

フフホト近郊の平地では、 3 月下 ~4 月「~ru に雪解けし初霜は 10月下旬である。小麦は 4 月

上旬に｝番種し 7月中旬に収穫、 トウモロコシとヒマワリは 5月中旬播種し 10月中旬に収穫す

る。秋の収穫後に耕起し、さらに潅漑し上壌を膨軟にする。小規模の農家でもトラクターを有

しているが、牛耕する農民も多い。

潅漑畑と非潅漑畑の農業形態は全く異る。潅漑畑では農家の所有する耕地面積は 0.5 ha前

後と極めて少面積であるが、無潅漑畑の農家では 3ha前後であり耕作は粗放で収量性は極めて

2, 2 0 0万人、うち

でなく通常の職業に

5 3 3万ha、うち

族は 20 0万人で

している。面積は

面積は 48 3万h
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的で 出も のに用い
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ため、小麦どトウモ［？ニシ等の間作栽培も盛んである。

ではキビ,, アワ、

り

①小麦ート占モロ

類、といった

六） し＼

に関して、 は第4図のように }

‘

}

 

•~ •.• 
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される。残りの地域

草原、そしてゴビ砂漠である。

1区域：小麦、ジャガイ［、しナタ,,,ヽ

豆栽培を発展させる計画である。

第2区域：昭哲と呼ばれる地域。

3区域と同様にトウモロコシ生産を

3区域：西辺河平野潅漑区、 1 0 

地ではトウモロコシ、コウリャンを 。将来緊°''

トウモロコシ、ジャガイモを栽培。今後はアズキや

させる。

には井戸水による潅漑も行われた。トウモロコシ、

麦、水稲、アワを栽培。トウモロコシの収量は ll.5t/haで全国でも有数の多収地帯で

ある。哲里木研究所という地域農業試験場があり、 トウモロコシ育種がすすんでいる。

第4区域：阻山丘陵干作農業区と称され、維山を境に高地で冷涼な后山地域と低地で温暖な

山地域に区分される。后山は傾斜地が多く気象条件も厳しい地域。小麦収量では前山が 5~

6 t/haとれるのに対し 0.7t/haにすぎない。土壌侵食が激しく、環境保護の面からは

耕作は望ましくないが食料確保の上で現在も開拓地は増え続けている。環境保護と農業生産の

両立を目指した農業形態を模索しており、中国の 8.5農業計画には后山地域で乾燥地農業の発

展が盛り込まれるている 9)。現地の試験地として武川県農業試験場を設置しており、内蒙古農

業科学院と北京農業大学も共同して、小麦、ジャガイモ、ナタネ、エンバクを対象に、気象、

作物による雨水の利用率向上、合理的施肥法などの研究を行っている。

第 5区：フフホトやボウトウが位置する。潅漑畑作地域、黄河の水を利用した潅漑畑も少し

あるが多くは井戸水潅漑である。小麦、 トウモロコシ、テンサイ、ナタネ、食用や搾油用のヒ

マワリを栽培。都市近郊では胡菜や酪農の経営をし、施設を暖房して野菜栽培も行っている。

小麦をさらに伸ばす計画である。

第 6区：河套潅漑農業区と名付けられ、 「黄河百害唯富一套」の言葉どうり黄河の恩恵を受

ける豊かな潅漑畑地帯。日照も多く多収、小麦は4.5t/ha~7.5 t/haに達し、中国

の他の地域の潅漑畑の収量とも遜色は無い。トウモロコシ、テンサイ、ヒマワリも栽培される。

日照が多く蒸発が盛んなため、潅漑による塩類集積が大きな問題となっている。

第 7区：ウルドス高原。温暖で少雨、牧畜が中心。小麦、ジャガイモ、キビ、ヒエ、

アワがわずかに栽培される。

各区域の気象環境を第 l1表に
c
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第4図 中国内蒙古自治区の農業地域区分. 1 ~ 7 : 第 1地域～第 7地域

第 11表 内蒙古の各農業地域の気象

区域 雨量 (mm/年） 無霜期間（日） 年積算気温（℃）

第 1区 400~500 90~ 130 2, 000~2, 800 

第 2区 300~390 130~ 150 3, 000~3, 200 

第3区 320~480 140~ 170 3,000~3,200 

第4区 后山 250~400 90~ 120 1,800~2,200 

II 前山 400~450 100~ 150 2,200~2,800 

第 5区 350~450 130~ 150 2, 200~3, 000 

第6区 150~230 130~ 150 2, 700~3,200 

第 7区 150~400 140~ 150 2, 800~3, 400 
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は競馬

が育
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ー
し

に

ている

の

ぎない。ラ

なく収益性が低いため＼

は雌が 8kg

が移ってい。～。

では、 「ウズムチンーという晩熟の品種がおり、アラブ諸国等へ輸出されている。フラン

スやドイツから導人したヒッジと交雑唸育成したものは 4ヶ月で 17 kgに達する。ヤギは、

長毛の下の柔毛の多い品種を育成する方同で改良が進められている。しかし、ヤギは植生を

されることから、増殖を積極的に推進すべきではないという意見

もある。ヤギの生体は、遺伝資源保護の観点から雄も雌ともに法律により輸出が禁止されてい

ると言う。

自治区の人口の 90%以上を占める中国系の人々が養豚業を行っており、内蒙古で

費される畜肉の 80%は豚肉である。今後、羊肉や牛肉、鶏肉が増加し、豚肉の比率は低下す

ると予測されているが、 75%を下回ることはないとみられている。

ニワトリは、卵用と肉用を合わせて、 3,2 0 0万羽が飼養されている。

(2)牧畜の形態

内蒙古の畜牧は、草原畜牧と農業畜牧に大別できる。内蒙古にある 10 0の県のうち、 24 

の県では草原での草原畜牧が行われ、残りの県では農村や都市近郊での農業畜牧が主体である。

飼育頭数では 40 : 6 0の比率であるが、近年は農業畜牧、商品畜牧の発展に研究の重点を移

している。農業畜牧の対象は、ブタ、ウシ（とくに乳牛）、ニワトリ、そしてウサギなどであ

る。一方、草原畜牧では、ヒッジ、ヤギ、ウシ（とくに肉牛）が主要な家畜である。肉牛は、
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院

クト「

浩特南郊、郵編010031

センターから

内

2 7 9 

を置いていない。

＄
ふヵi4

 

産物加工など全般にわたり研究を している。自

6 9名） （写真 15)。

技術、

の農業現場に入り

地域問題対応研究を行う研究者を配置するシステムも有している。

作物研究三互

、ライムギ、 トウモロコシ、キビ、ヒマワリの育種、遺伝資源、作物栽培の研

育成品種の普及もすすんでいる。今後の育種の課題では、小麦では製パン用品種の

、登熟期の多雨条件下での小麦品質の劣化対策である。ジーンバンクではこれらの作物の

資源が 6,0 0 0点以上は収集保存されている。

内蒙古の小麦の平均単収は 2.3t/haにすぎないが、潅漑畑の単収は約 6t/h aに達し

ている。当面の目標収量は潅漑畑で 7.5t/ha、無潅漑畑で l.5t/haである。潅漑畑

は育成品種の作付率は 100%であるが、無潅漑畑向けのは品種は育成されておらず多数の

培されている。育種では、交雑育種が中心であるが、在来種の収集保存は終え、

究機関であるメキシコの CIMMYT (国際トウモロコシ小麦育種センター）からの育種

材の導入利用、ライムギとの遠縁交雑、約培養育種をすすめている。サビ病抵抗性などが現

小麦、

を

在の目標の一つである。

ヒマワリは塩類土壌に強い作物であることもあって栽培は増え、現在の作付面積は 10 0万

ha程度。 19 7 9年以来、内蒙占、吉林、遼寧省で協議会が結成され共同研究もすすめられ

ている。

-38 -



区では

1 0. 0のア）し

に対する小

4区

炉ゞ

-Q () 

の単収は 300~600kg

土壌肥料研究所

内蒙古の不

による土壌侵食であ

レ｝

で

は

6月下旬に 3

的また、

どなっている。

で

の によって小麦が生育抑制

も

であるが 9)、

が 文｝

の中心地に ている

まヽ

められてい '"1~

産においては、糖含量の向上とテンサイそう根病ウィルスの問題が大きい。

量は従来は 18~20%であったが、現在は 15~16%に低下している。輪作する他作物へ

の窒素肥料の多用や栽植密度に問題があるのでないかと考え検討している。ウィルスは土壌

染で防除が困難、フフホト近郊でも栽培が不可能になった畑が増えており、耐病性育種をす

ている。

キャペッ、カリフラワー，ぢスイカ、ナス、 トマト、サヤインゲンなどが対象である。育種では、

、四叫1質、耐病性が目標である。在来品種だけでなく海外からの品種導入と利用も盛んで

ある。矮性サヤインゲン品種「プロバイ

生物技術研究所

」は中国全土に普及した。

近年、植物保護研 と原子力利用 して新設された。いわゆる分子生物学に

わるバイオテクノロジーを課題とする。

科学情報研究所

図書館、編集、情報を担当する。

分析センター

研究所の試験サン の分析、他機 の分析技術講習も行う。ガスクロ、 光度口 9、

、アミノ酸アナライ

(2)畜牧科学院

ぷ中国 内蒙古呼和浩特酉郊、郵編010030。

畜牧科学院は 19 5 4年に創立された畜産、草地、獣医を含む総合研究所で、 40年の歴史

を刻んでいる。畜産分野ではめざましい業績を残していると言う。院長は趙 瑞 (ZhaoRui) 

氏、副院長はオし魯達 (FhaLuda)氏である。両氏や研究員から研究活動について説明を受けた。

畜牧科学院には以下の 4研究所と、①畜牧研究所、②獣医学研究所、③草原研究所（草原試験

蛋白分析計などを整備している。
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、銅、 、スズなどが

のヤギは「内

本研究所には、伝

がある。内蒙古には

要素になって

細くすること

．臼

を

゜

＼る，を目標は、

る。

ARと共同で推進している。

のヒッジの放牧は非常に粗放であり、

頭の飼育を目標にしている。このたジヽ

している。草地改良は、自然草地の全

試験を実施している。草種選定がもっとも

ている。

獣医学研究所

の

山羊」と呼ばれているが、実際には

の品種であ 'w。

の推定、栄養状態のモニ

けるミネラル栄養の

の研究はオーストラリアのACI

1 0年以内にヘクタール当たり 1.5~2.0

の改良とともに飼養管理全般にわたる技術を

でなく、一区画を囲い牧草や潅木の導入栽培する

であり、目下、自生の野草を中心に検討を加え

病、代謝病、中国獣医（伝統医術）、獣医新技術の 5研究室

禽の病気が多く、基礎研究を含めて広範な研究を実施する必要が

あると言う。現在、特に重点をおいている研究は次のとおりである。

①伝染病：細菌やウイルス病が多発しているため、この分野の研究は多い。感染病の免疫学

的研究、診断法の確立、ワクチンの開発などのほか、飼料への微生物添加剤、薬草の成分研

なども行われている。主要な研究対象となっているものは、 a)子羊の下痢症。実態は深刻で、

120万頭の子羊が死亡している。原因は複雑で、細菌、ウイルス、気候、飼料が絡み合って

いるとみられている。 b)ヤギの流産。いろいろな原因があるが、クラミディア (Clamidia)

で起こる流産の発生率iよ発生地域では妊娠ヤギの 20~40%に達すると言う。病原体に対

しては、ワクチンが開発され有効性が確認されている。現在、 geneticprobeによる診断法を開

発中とのことである。 C)豚熱 (swinefever)。現在、迅速診断法を検討中である。

虫病：寄生虫の生態学的研究、薬剤抵抗性の検討、寄生虫病の総合的防除法の研究な

どを実施している。寄生虫の中では線虫 (Ne頂atoda)やダニによる病気が多い。

③代謝病：主に微量ミネラル欠乏症の研究を実施している。一般に、アルカリ土壌のため微

量元素は不足気味である。内蒙古の西部ではセレン、東部では銅の欠乏が多く、一方、地域に

よってはセレン過剰による病気もみられる。また、製鉄工場からの排水、排煙によるフッ素中

毒も発生していると言う。
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1

グン

1 l 
uい

を維持することが困難で夜

については、現在、ほとんど

は9禽 8℃、

くセーターの必要な

の寒さは厳しく

期には一 45~50℃まで下がる。この地に生まれ育った遊牧民でさえ冬はつらいという。

モンゴルの総人口は 22 0万人である。遊牧民が多いが、ウランバートルは 58万人、総世

帯数は 13万6,0 0 0戸、そのうちゲル居住世帯は43%を占める。今回訪れたダルハンはモ

ンゴル第 2の都市でウランバートルと舗装道路で結ばれており、車で 4時間程度の距離である。

チョイバルサンは人[187,000人のドルノド県の県都、東モンゴル地域で最大の町である。

しかし、ウランバートルに飩く道路は整備されておらず、草原を 4輪駆動車でひた走ってウラ

ンバートルまで 2日がかり、行き交う車は 1日に ということもあった（

イバルサンでは、今回の 日 と断水が続いた。ロシアとの

あり、ソ連軍の基地として賑わったが今はさびれ、町はあまりに小さく、

は少し不便すぎる印象であった。

は

な日

1 7)。チョ

だけで

に

モンコルの都市では、スラムの様に集まっているゲル群以外には一戸建ての住宅はほとんど

ない。社会主義国であったので、国民は一定の基準を満たし、申請し順番がくれば国家よりア

パートの居住権が与えられていた。しかし、現在ではこの居住権の売買が行われている。例え

、ウランバートルでは、温水のでる 60 rn 2前後のアパートの居住権を 40万円前後で購入で

きる。また、同規模のアパートを賃貸で借りた場合の家賃は月 10万円前後であるという。

アパートは集中スチーム暖房で克るので湿水が供給されない春と秋には寒い思いをするかも

も多く不便な生活を余儀なく

なく購入でぎ因 0
」

~
,
6

中も

都市部で

、1]1

の中では

J1 ＇ 
ス夕

の は乏しい。

に彼らが食べるの

するための乾麺だけである。一方、ウランバートルのような

食している。しかし、経済の混乱による物資不足のた"ハ

され、現在も続いている。モンゴルの食料

もモンゴルで穫れるのはリンゴぐらい。あと、プルーベリ
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事の無い人々も多い。中には、昼間から酒を飲んでいる者も多いため治安も悪化している。
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もが鑑賞した経験が花~ るようであった。休日には、

かった。モンゴルの人は、草原の生活をこよ

（モンゴルテント）を

2) 

内蒙古の生活環境はモンコルに

の建設ラッシュで活気にあふれて

中国の他の都市と同様で、通常の

べて

h ，，、

に優れている

にも

で不自由は無く

であった。
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フホトの
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だった自然，

すよ，：な

く基礎データが蓄積さ

きなイン
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しながら、

だけで
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③ 自自

はに
を
々

して といり異質な

＼から

を

期

いため、

にともな

の利用方法（

の については、

の の

ン等の開発

テムの中で、

る。上手に対応して、効率よく圧究を進めるよう工夫すべきであろう e 例えば、 一つには、

ができる研究者か非常に少ないという問題がある。ただ、すでに大学では研究

に力を入れており、一般に英語や日本語の学習熱が非常に高い。早急にレベルア

ップすると思われるが、現時点では共同研究課題を設定する際、英語を話す共同研究者が当

にいるか考慮する必要がある。また、生活環境がさして良好と思えないことである。特に、

寒さの厳しい冬は問題である。しかし、研究設備の整っていないモンゴルで、フィールドワー

クが出来ない冬季に滞在して研究するのは得策と思えない。初めは夏期を中心に経常研究を行

とか短期派遣の繰り返しで始めるといった方法が良いかもしれない。

、今回の調査を通じて想定した具体的共同研究課題を以下に記載す '<>'0

1)牧畜分野における研究課題（素材）

(1)モンゴル

モンゴル人は遊牧に対して等しくあこがれに似た気持ちを抱き続けてきた。そして、このこ

とは、将来も変わることは無いと思われる。遊牧は、モンゴルの自然の摂理に従った生活・

ステムである。このため、過酷な季節をいかに乗り

題であるとされる。家畜に対しては厳しい状況を生き

方、

るかということがもっとも重要な課

しさ（能力）がまず要求される"

になる。しか

理解(?)

より基礎的な

のもの，つ理解を深めることも非常に

的に日本における研究方向と同じでよい

いて、こうし

などの

冑）

開発に

で

＼
 
、して

くにピッジ、

（外貌特徴、

、ウ

質）

の開発（理論と応用）

による優良種畜の増殖

j
f
t
 
廿
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のモニターリ

の動態調査（リ

に首都近郊）

） 

郊の酪農に対しては

カの向上と

2) 

〔1)千ンコル

で① 

ヽ

の

工

の

の

ータはほと

種

ガイモ：

の栽培技術の

雑草防除法（除草剤、栽植

病害虫防除法（ジャガイモの疫病）

合理的施肥法（上壌診断）

輪作体系の検討（マメ科作物の

地の管理技術

大規模用水計画、潅漑畑の設計施工

的潅漑法の開発（作物品種の水利用特性、潅漑基準、潅水手法）

表土の風食対策（風食量の把握、前作の麦秤マルチ等の対策技術の考案）

休閑中の土地加工（風食を軽減、土壌水分を保持、雑草防除のための耕起法）

上壌腐植の動態解明

、ウィルス

が今後とも必要で克る。

を評価す

いない。

の検討）

による土地肥沃性の向

④油料・糖料作物の生産体制の確立

遺伝資源導入と育種（油料作物：ヒマワリ、ナタネ、アマ、ダイズ、糖料

作物：ビート）

栽培技術の確立（作期、栽植法、施肥法、収穫調整法）

品質評価（品種や栽培技術と成分含有率の関係）
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モンゴル国および中国・内蒙古自治区の農牧場とその試験研究

写真2 ► 

モンゴル人は草原の生活をこよなく愛している。

遊牧民はゲルと呼ばれるテントを移動させながら

遊牧し、秋口には都市に集まり家畜を売る。ウラ

ンバートルでアパート生活をする人々の中にも、

子供の夏休みには郊外にゲルを置きそこから通勤

する人も居るという。

写真4 ► 

遊牧の知恵と技術は、モンゴルの長い歴史の中で

育まれてきた。遊牧民の中には、今でも夏は主に

乳、冬は主に肉とほとんど畜産物だけで生活して

いる人もいるという。羊を解体し干し肉にし、腸

に血を詰めてソーセージを作る。

--49 -

◄ 写真 l

モンゴルの草原、主安都市の間を行き交う車の轍

が幾重にも走っている。ウランハートル市内の道

路は舗装されているか、市外に出ると未舗装とな

りやがて道路も消える。思い思いに車を走らせる

ため何本も轍が平行することになる。どこが走り

良いか勘と連次第、草原の車の旅は抜きつ抜かれ

つのレースとなる。

◄ 写真 3

農耕地は国土面積の 1%に禍たない。都市周辺の

耕地では近年の農業資材不足で農耕を放棄した所

も多く、自然草地とは異る雑草が被い茂っている。

モンゴルの自然草地の生態系が人間の働きかけに

対しどれだけ安定しているのか十分にわかってい

なし'o



写真6 ► 

遊牧家畜にとってもモンゴルの冬は厳しい。積雪

が多いと、雪を足で掻いて枯れ草を食べることが

出来ず飢え死にすることになる。短い夏の間に、

野草を刈り取り乾草を調整し冬に備える。

写真8 ► 

国土の 1%弱と言えども、耕地は120万ha。

モンゴルの畑作は大規模機械化農業である。小麦、

大麦、エン麦やジャガイモが主要作物。写真は、

旧ソ連製の麦類収穫用の大型コンバイン。
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◄ 行真5

搾った乳でヨーグルトを作る。モンゴルの乳製品

は多様である。乳酒（アイラグ）は有名、乳洒か

ら蒸溜洒（アルヒ）も作る。さらに、通訳の人は

「モンゴルの同いョーグルト」と説明したか、ア

イラグの蒸溜カスを型に入れ大日乾燥したアロル

は日常食。また、バターオイル（シャルトス）は

非常に芙味しい。

◄ 写真 7

草原と砂漠の国にも川は走っている。ウランバー

トルを出、中国東北部（旧満州）の方に流れるヘ

ルレン川に沿って東部の都市チョイバルサンまで

調査旅行をした。



写真10 ► 

ダルハン近郊の人規模な小麦畑。大型機械化栽培

に合わせ幅50m前後の短冊状に区画し、休閑地と

作付地を交互に配置している。休閑するのは、夏

の降雨を士中に蓄えて翌春播種した種子の発芽と

初期生長に利用させるためである。

写真12 ► 

畑作研究所。農業大学傘ドの 6中央研究所のうち

畑作研究所だけがモンゴル第2の都市ダルハンに

ある。研究、種伯増殖配布、教育の 3部門から構

成され、職員総数は100名、うち研究者は54名で

ある。
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◄ 写真 9

モンゴル内部や南部地域では塩類集積が大きな間

題となっている。特に、谷間の集水地等では塩類

集積しやすいという。しかし、モンゴル巾央地域

の平坦な草原地帯でも、ー「壌表居卜数cmの深さ

の所や写真のように土壌表層に塩類が集積してい

るのが見られる。

◄ 写真11

ウランバートル、モンゴル国立農業大学と関連研

究所。 1994年、農業大学は食料・農業省に移管さ

れ農牧業関係研究機関は全て農業大学の傘ドにお

かれることになった。



◄ 芍真13

ドルノド県にある東部地域牒業研究所の本館。農

業大学傘下の 3地域研究所と 4地域試験場のうち

の一つ。かってモンゴル東部地域の農業開発のた

めにハルハ川近くに創設されたか、 90年にチョイ

バルサンに移転した。

写真14 ► 

ウラーンフル（モンゴル語で赤い牛）と呼ばれる

モンゴル在来牛品種。モンゴルでは、在来牛と外

国からの導入品種の雑種も多く、雑多な品種が混

在して飼育されている。兄弟系統交雑によって、

この在来品種は取戻された。

ー

◄ 写真15

中国内蒙古自治区の区都フフホト、内蒙古農業科

学院の正門。内蒙古自冶区には股業庁の農業科学

院と園芸研究所、畜牧庁畜牧科学院、林業庁林業

研究所がある。

写真16 ► 

モンゴルの生活。写真は首都ウランバートルの中

央、スフバートル広場。ウランバートルでは、 8

月といえどもセーターを着込む肌寒い日がある。
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写貞18 ► 

ウランバートルのマーケット、野菜類売場。自由

主義経済に移行したといえども、町中で新しい商

店の開店は目立たず、旧来の店の品揃いもそれ程

は変わっていない。青窄市場（ザハ）が多いが、

ここは建物の中のマーケット、輸人果物なども並

ぶ。

写貞20 ► 

ウランバートル、バヤンゴルホテル。設仰が整い

外国人観光客が泊まるホテルは、このホテルとウ

ランバートルホテルである。
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~ 写貞17

ウランバートルから東部の町に向かう乗合バス。

章原の旅が始まる。

◄ 写真19

同上マーケットの肉類売場。
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